























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表現の形成と展開を鮮明に跡付けている。全体は 4 章 11 節で構成され、各章冒頭に問題の所在を示
す「序」を置く。 
 第 1 章「初期小説論―和歌的表現の展開」は初期小説の「雪の日」と「やみ夜」を取り上げ、一葉











が第 4 章「一葉小説の展開」である。この最終章の 3 つの節においては「十三夜」「わかれ道」が分
析対象とされ、それらのテクストに、物語的結構の整序化、家庭や夫婦という関係性の場の設定、ま
た登場人物の会話の前景化等々、最晩年の一葉の新たな小説的志向が窺われることを明らかにしてい
る。 
樋口一葉は日本近代文学の研究においてこれまで最も旺盛に研究が進められてきている対象の一
人であるが、同時代の文学的状況を視野に入れつつ、周到な論述と説得的な議論展開によって一葉の
小説表現の固有性と同時代的な位置を明らかにした本論は、多くの新見を提示しており、斯学の発展
に寄与するところ大なるものがある。 
 よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ
る。 
 
 
